
中学年分科会（対象：３年１組 28 名） 

１ 分科会提案 

（１） 目指すよい学習像 

中学年分科会第３学年の目指すよい学習とは、「つぶやき」がたくさん出る学習である。思ったことや考えた

ことを自由に「つぶやける」のは児童が主体的に学びに向かっているからであり、「つぶやき」がたくさん出る

ことで一部の児童だけで進む学習ではなく、学級全体を巻き込んだ学習になり、活発な話し合い活動にも発展

できると考える。 

 

（２）「よい学習」を実現するための手だて 

①導入の工夫 

教材の面白さに気付かせることで、児童が主体的に学びに向かい、自然と「つぶやき」が出てくると考える。

本教材は、読み手が自由に想像することが楽しいファンタジー作品である。児童のよく知る「注文の多い料理

店」をスライドショーで紹介し、物語の謎が次第に解き明かされていく楽しさを味合わせ、本教材に繋げてい

く。 

 

②「なぞ解き」の設定 

毎時間「なぞ解き」をしていく展開にすることで、単元を通して児童が自分事として教材に取り組み、ワク

ワクした気持ちで「つぶやく」授業になると考える。また、同じ展開、同じワークシートを使用することで、

児童が安心して授業に没頭し、多くの「つぶやき」が出るようにする。 

 

２ 単元名「かぎのなぞをとけ！～登場人物の変化に気をつけて読み、かぎのひみつをとき明かそう～」 

教材名「まいごのかぎ」（光村図書 国語３年上） 

 

３ 教材観 

本教材は登場人物「りいこ」に不思議なことが次々に起こるファンタジー作品である。不思議な出来事の中

で変化していく「りいこ」の様子や気持ち、考え方を読み取っていくことが中心となる。学年の初めに学習し

た「春風をたどって」では、言葉に着目して登場人物の気持ちを想像することが大切である。ここでは、場面

毎に「かぎのなぞ」を解き、最後には場面と場面をつないで「かぎのなぞ」と「登場人物の気持ちの変化」を

読み取っていく。本学習を通して、離れた場面と場面、言動と言動等を比べて読む学習につなげていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 単元の目標・評価規準 

 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

目
標 

・様子や行動、気持ちや性

格を表す語彙の量を増

やし、語彙を豊かにする

ことができる。(1)オ 

・登場人物の気持ちの変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的に

想像することができる。C(1)エ 

・進んで登場人物の気持ちの

変化や性格、情景について、

場面の移り変わりと結び付

けて具体的に想像し、感想や

考えをまとめるようとする。 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

・様子や行動、気持ちや性

格を表す語句の量を増

やし、語彙を豊かにして

いる。(1)オ 

・「読むこと」において、登場人物の気持ちの

変化や性格、情景について、場面の移り変わ

りと結び付けて具体的に想像している。 

C(1)エ 

・登場人物の気持ちの変化に

ついて、進んで場面の移り変

わりと結び付けて具体的に

想像し、学習課題に沿って主

題について話し合おうとし

ている。 

 

５ 児童の実態 

 本学級の児童は、物語を想像しながら読むことが好きで、「春風をたどって」の学習では物語のその後を想像し

て発表した。自由に想像することに楽しみを感じているので、叙述に沿って想像する楽しさも味わわせていきた

い。また、隣同士で話し合うことにあまり抵抗感がなく、自分の考えを素直に説明できる児童が多い。半面、全

体に発表することは苦手であり、一部の児童だけで学習が進んでしまうことがある。 

 

６ 指導計画 

次 時 主な学習活動 ・指導上の留意点 ◆評価規準 ☆評価方法 

１
次 

１
・
２ 

 

 

① 「注文の多い調理店」のお話を聞く 

 

② 範読をして意味を確認し、物語の最初と

最後で変化したことを捉える。 

 

③ 単元のゴール・学習計画を立て、学習の

見通しをもつ。 

 

④ 物語の全体を捉えて場面や出来事を確か

め、場面分けをする。 

 

・「注文の多い料理店」の謎解きをすることで、フ

ァンタジー作品の楽しさや面白さに気付かせ

る。 

・最初と最後の場面を比べ、「りいこの気持ち」や

「うさぎやかぎの存在」が変化していることに

着目させ、なぜ変化したのかの「なぞ」を解く

意識を高めさせる。 

 

◆単元のゴールや学習計画を理解し、「かぎのひみ

つカード」を書く活動に意欲をもって取り組もう

としている。【態】☆発言・観察 

 



２
次 

３
・
４
・
５
（
本
時
）
・
６ 

 

⑤ 場面ごとに「かぎのひみつ」を考えてワ

ークシートに記入する。 

 

⑥ 「かぎのひみつ」が読み取れる叙述をさ

がして、本文シートに線を引く。 

 

⑦ 探した叙述について、本文シートをもと

に話し合う。 

 

⑧ 話し合ったことから、「かぎのひみつ」

について再び考えて、ワークシートに記

入する。 

 

・登場人物の状況や行動、会話などに着目させなが

ら読み、物語を捉えさせる。 

◆叙述に着目して読むことで、様子や行動、気持ち

を表す語句の量を増やしている。 

【知】☆記述・発言 

・「情景」と「登場人物の気持ち」を結び付けて、

何が読み取れるのかを考えさせる。 

・場面と場面をつなげて「かぎのひみつ」を考えさ

せる。 

◆登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、

場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像し

ている。【思】☆記述・発言 

３
次 

７
・
８ 

 

⑨ 自分の「かぎのひみつ」作文を書く。 

 

⑩ 作文を読み合う。 

 

⑪ 学習をまとめる。 

 

・自分自身の「かぎのひみつ」作文を楽しみながら

書かせる。 

・自分の作文と比べながら友達の作文を読ませる。 

◆感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感

じ方などに違いがあることに気付いている。【思】 

☆発言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 本時の学習（５/８時間目） 

（１）目標 

  登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像する。 

（２）展開 

 ○学習活動 ・指導上の留意点 ◆評価規準 ☆評価方法 

導
入
（
５
分
） 

〇場面の事件について確認する。 

〇単元のゴールを確認し、本時のめあてを立てる。 

 

 

 

 

展
開
（
２
５
分
） 

【かぎのひみつを考える】 

〇変化から「かぎのひみつ」を考えて、ワークシー

トに記入する。 

 

【変化に線を引く】 

〇教師の範読を聞きながら、鍵を挿す前と挿した後

で変化したことについて、本文シートに線を引く。 

 

【かぎのひみつについて話し合う】 

〇本文シートを見せ合いながら、鍵の秘密について

話し合う。 

〇学級全体で共有する。 

 

【かぎのひみつを考える】 

〇話し合ったことから 鍵の秘密を考えて、ワークシ

ートに記入する。 

 

・自分で考えた「かぎのひみつ」を、ワークシー

トに記入させる。 

 

 

・鍵を挿す前と後で、「かぎのひみつ」を感じさせ

る叙述を本文シートに線を引かせる。 

 

 

・今までの事件もふまえて考えるように促す。 

・自分と同じ考えや理由はないかを考えながら対

話させる。 

 

 

◆ 登場人物の気持ちの変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

している。【思】☆記述・発言 

ま
と
め
（
５
分
） 

【振り返り】 

〇今日の学習について振り返る。 

 

・「気付いたこと・考えたこと」「友達と話してみ

て」「次時への見通し」についてワークシートに

振り返らせる。 

 

（３）具体的な児童の姿と、目標の実現を目指すための手だて 

十分満足できる（A） おおむね満足できる（B） 努力を要すると判断した児童（C）への具体的な手だて 

登場人物りいこの気持ちの変化

や情景（鍵を挿す前と挿した後）に

ついて、今までの場面（さくらじけ

ん・ベンチじけん・あじの開きじけ

ん）をつなげて具体的に想像してい

る。 

 登場人物りいこの気持ちの変化

や情景（鍵を挿す前と挿した後）に

ついて、本場面（あじの開きじけん）

から具体的に想像している。 

変化を捉えられない児童には、変

化のある叙述に線が引いてある本

文シートを渡し、想像の手助けにす

る。また、今までの「かぎのひみつ」

を提示して参考にさせる。 

 

 

あじの開きじけんまでの かぎのひみつをさぐろう！ 



 

（４）修正した本時の指導案 

 ○学習活動 ・指導上の留意点 ◆評価規準 ☆評価方法 

導
入
（
５
分
） 

〇場面の事件について確認する。 

〇単元のゴールを確認し、本時のめあてを立てる。 

 

 

 

 

展
開
（
２
５
分
） 

【かぎのひみつを考える】 

〇変化から「かぎのひみつ」を考えて、ワークシー

トに記入する。 

 

 

 

【変化に線を引く】 

〇教師の範読を聞きながら、かぎを挿す前と挿した

後で変化したことについて、本文シートに線を引

く。 

 

 

 

【かぎのひみつについて話し合う】 

〇本文シートを見せ合いながら、かぎのひみつにつ

いて話し合う。 

〇学級全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【かぎのひみつを考える】 

〇話し合ったことから かぎのひみつを考えて、ワー

クシートに記入する。 

 

・自分で考えた「かぎのひみつ」を、ワークシー

トに記入させる。 

 

 

 

 

・かぎを挿す前と後で、「かぎのひみつ」を感じさ

せる叙述を本文シートに線を引かせる。 

 

 

 

 

 

・今までの事件もふまえて考えるように促す。 

・自分と同じ考えや理由はないかを考えながら対

話させる。 

 

 

 

 

 

◆ 登場人物の気持ちの変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

している。【思】☆記述・発言 

 

ま
と
め
（
５
分
）

 

【振り返り】 

〇今日の学習について振り返る。 

 

・「気付いたこと・考えたこと」「友達と話してみ

て」「次時への見通し」についてワークシートに

振り返らせる。 

あじのひらき じけんまでの かぎのひみつをさぐろう！ 

自分の考えをしっかりもっている児童が主導する話し合い

は一見活発に見える。しかし、話し合いについてこられない

児童がいるのも事実である。 

そこで、ペアや人数を変えた少人数でのトークを繰り返すこ

とで、多くの考えに出会わせることができたかもしれない。 

「前時の振り返り」を共有することで、本時に

考えることを明確にすることができた。 

 

本文に線を引くことで自分の考えに根拠をもたせることにつながった。

また、事実の変化のみに着目させることで、登場人物の心情の変化とは

区別して「かぎのひみつ(力)」を想像することにつなげた。 

 

本文シートを使うことで、これまでに注目

してきた叙述も話し合いの中に入れなが

ら考えることができた。 

 

考えを書いたワークシートは見ずに話し合

いをさせることで、本文に立ち返りながら互

いの考えを交流することができた。 

 

自分の考えを話したい、友達の考えをもっと聞きたいという気持ち

の現れか、話し合う人数が自然に増えていくグループがあった。 

 



８ 板書計画 

 

９ 机間指導の目的（◎）と言葉掛け（・） 

◎ 鍵を挿す前と挿した後の変化を捉えるために 

・ 鍵を挿す前と後で、何が変わったかな。 

◎ 鍵の秘密を探すために 

・ 事件は今までにいくつあったかな。 

・ 今までの事件の秘密を思い出してみよう。 

◎ 話し合いに根拠をもたせるために 

・ 本文のどこから考えたかな。 

・ 自分と似ているところ、ちがうところを考えながら聞いてみよう。 

 

１０ 資料 

「かぎのひみつ」作文例 
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け
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〇
自
由
に
な
れ
る
？ 


